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地質調査所(二おける

工業用水調査その現況と成果

地蟹魏麓所によ轟工難踊水

地域調麓⑳鞘麓錐蛾
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1951年までの調布終了地域

1962年以降の調査予定地域
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(塊布までに糸勺75地敏の調査を行なっている)
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現況

地質調査所では1951年以来所内各部課の調査技術を

総合しゲルｰプ組織をもって全国100有余の工業地

帯あるいは計画工業地帯を対象とし工業(予定)地

帯背後地をも含め水地域調査を行なってきた.

の措置を投ずる資料を収集している.

最近では既成工業地帯を中心にした調査が一段落し

た関係上東北･北海道･東九州などの未開発地域の調

査を進めておりさらに地方自治体からの受託調査は年

ごとに増加の傾向にありこれだけでもすでに100近

い都市あるいは水源中心の小規模調査をこたしている.

成果

工業技術院の特別研究費によって関東平野のような

ところは5カ年継続限られた面積のところは単年度

で終了するようにし主として地下水一部地下水に関

連のありそうな河川水柱とを晃､含め既設丼の水位1水

温1水質1湧水量1揚水可能趨1使崩現況匁とを実地に

1つ夏つ調査しとくぽ水比抵抗法にポ=､て地下水の

河川表流との関連流動方向流動ぎ)強粥などを地区的

に求約地下水簸羨粥らかにしてその土地の地下水を

粥勇巻曲率｡周するにはどダ)ぶうにした二らよいカムとv㌔う準日陶予

をくだすに十分枚基礎欝料をえている､

ソ)はか河川の水と地下水羨の関連を量的に求めた

1パ1河川水文測量)水質の系統的調査(水質調査)を行

ポ=,た蕃)電気式地下地質調査(電気探査および電気検

層)を試みた華)している封志らに全国沓地は観測井を

設け地下水グ)水位や水質の経年的変化を鶴渕し水保金

工薬用水法に対する直接･間接の資料を提供し現に

法に基づく各地域指定に姿た･二｡で技術的婁づけをして

いる二とは調査成果としてまず錦至にあげうることで

回収水槽で

洗びん場で

冷凍機のコンデンサ'の=水を

求めて
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あろう.

各地の地域調査の成果はまた多くの地方自治体管内

の水源事情水開発の基本を示すとともに工業立地･

工場誘致都市計画だとの基礎資料として非常に重宝さ

れてきた.調査結果によって工業用水道言十画の推進に

ふみ切ったところもあるしまたそれがいとぐちにな

って工場誘致に成功した例もすでに徳島･静岡両県をは

じめきわめて多数にのぼっている.

個々の工場の水源調査･井戸掘さくなどに直接寄与し

ている点もまた少たくなく東洋レｰヨンテトロン工場

･東洋高圧千葉工業所などをはじめ用水型事業立地を

成功させている例が少なくたい.

さらに井戸の維持管理の原則確立･地下水位の経年

観測などはその成果によ一iて企業者側の水利用の自

主規制工業用水道の普及など種々の方面に役立って

おり今後はさらに工業以外の地下水･水資源を対象と

して調査研究を拡大していくつもりである.
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